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michikanri@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 11 03 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 適切な道路管理事業
部局 建設部

実施期間 S27

道路管理課

成果指標
設定理由

道路美化活動の取り組みの拡大を表す指標として、「信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）」の協定締結団体
数及びアダプト活動を行っている団体を支援する企業・団体数を成果指標に設定

合計（A) 787,316

総合的に展開する
重点政策

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
○道路を安全・快適に利用できるよう、アダプト活動団体等と協働しながら、道路施設の維持管理を行ってい
る。

【目指す姿】
○適切な維持管理を行い、常に安全で快適な道路環境を維持する。
○アダプト活動団体の支援や団体数の増加を通じて、道路美化活動の取組を拡大する。
○信州ロード観察隊を設置することにより、平常時から道路の異常等を早期に発見し迅速に対応する。

【実施内容】
○道路施設の保守点検、アダプト活動傷害保険への加入、道路情報モニターの配置など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

4-5 地球環境への貢献

3-7 先端技術の積極的な活用・導入

登録団体数の伸び悩み、高齢化等による解除団体の増加 若年世代へのPR等による参加者の確保、より活動しやすく
なるよう登録要件の緩和を検討

登録団体の伸び悩み、継続的な活動体制づくり 持続的に活動が行える企業の登録団体が増えるよう、登録
団体向けの特典や登録要件の緩和を検討

15

341

18

352

達成状況
の分析

①団体参加者の高齢化が進み、解除団体が増えてきており、新規登録はあるものの、目標に比べ数が伸びなかった。
②企業への周知不足等により、数が伸びなかった。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

9 9

643,372699,051

職員数（人）

うち一般財源 112,829 2,514
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アダプト活動の様子✓ 沿道美化活動及び道路愛護活動の登録団体への支援
・安心して活動いただくため、県で障害保険及び損害賠償保険に加入。

（R1：事故報告なし）

・清掃用具や植栽材料の貸与・支給を実施。

✓ 信州ロード観察隊の設置
・道路に関する情報及び維持管理等の効率化を図ることを目的に、信州

ロード観察隊員の募集を実施。（R1：563人、情報提供51件） ※アダプトとは「養子縁組をする」という意

味です。アダプトシステムは自治体と住民が

お互いの役割分担について協定を結び、継続

的に美化活動を進める制度です。
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3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

道路施設の保守点検業務

アダプト活動傷害保険等
への保険加入

道路施設の電気料・取替
料・修繕料

直接

1
532,320

No.

1

道路愛護活動者の傷害保険加入、アダプト活動者の損害賠償保険加入
（R1利用実績なし（事故報告なし））

2

令和元年度　実施内容（実績）

立体交差排水ポンプ及び歩道橋エレベータ等の保守点検業務、国有林
野賃借料等
（R１年度：46,912千円）

千円
道路一般管理費

道路施設の電気料・取替料・修繕料
（R１年度：319,130千円）

直接

直接

470,224

千円

細事業
No.

部局事　業　名 適切な道路管理事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 11 03 01 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

建設部 課・室 道路管理課

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

2
道路防災施設等の保守点
検業務

直接
道路防災施設、道路情報版、雨量計の保守点検委託
（R１:121,837千円）

平常時から道路の異常等を早期に発見するため信州ロード観察隊を設
置
（R1：563人、情報提供51件）

決　算決　算
Ｒ１年度Ｈ30年度

細事業名

令和元年度　実施内容（実績）
実施
方法

細事業を構成する主な取組No.

3
トンネル非常通報電話等
回線使用料

直接

1 信州ロード観察隊の設置 直接

トンネル非常通報電話、道路情報版、総合道路情報システムの回線使
用料（R1:48,894千円）

2

細事業
No.

千円千円

173,148166,731
道路情報費

2/2


